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研究成果の概要（和文）：本研究では、学習者オートノミーや言語の自律学習支援に関する理論的検討に基づ
き、大学における日本語自律学習支援者（自律学習を支援するために必要な知識・技能・態度を持った人材）を
養成するプログラムとして「第二言語学習方法論」と「言語学習アドバイジング入門」の２つの授業を開発・実
施した。また、受講者の振り返りを分析し、授業の効果の検証を行った。そして、これらの知見に基づいて学会
発表9回、論文11本、書籍出版5冊、講演7件を行い、成果を広く社会に発信した。

研究成果の概要（英文）：Based on theoretical considerations of learner autonomy and support for 
autonomous language learning, we planned and implemented two programs: "Methodology for Second 
Language Learning" and "Introduction to Language Learning Advising." These programs were designed to
 develop autonomous Japanese language learning facilitators, defined as personnel with the 
knowledge, skills, and attitudes necessary to support autonomous learning at universities. 
Additionally, we analyzed the participants' reflections and assessed the effectiveness of the 
programs. As a result of our findings, we made nine conference presentations, published eleven 
papers and five books, and delivered seven lectures, thereby disseminating our achievements to the 
broader society.
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キーワード： 日本語教育　自律学習　第二言語学習　学習支援　学習者オートノミー　教師オートノミー　言語学習
アドバイジング　プログラム開発

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
自律学習やその支援の重要性はかねてより指摘されているが、自律学習の支援者の体系的な養成を目指すプログ
ラムはこれまでほとんど開発されていない。自律学習を促進・支援する力量をもった日本語教育人材が求められ
る中で、学習者オートノミー・教師オートノミー・自律学習支援などの理論的検討に基づき、自律学習支援に必
要となる知識・技能・態度を養成するための具体的なプログラムを開発し、他の教育機関等でも応用可能な１つ
のモデルを示した本研究の意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年、学びのあり方を自分で決められる能力、すなわち学習者オートノミーに注目が集まって

いる。学習者オートノミーに基づく言語学習では、教室で教師に教えられながら学ぶだけではな
く、教室外学習も含めたさまざまな環境で、自分にとって必要と考えられるリソースを選び取り、
学習者が主体的に学習を進めることが重要になる。とはいえ、全ての学習者が最初から完全に自
律的に学べるわけではない。学習目標や学習計画の設定、学習方法の選択、学習過程のモニタリ
ングなどに関する支援が必要とされる場面も多く、そうした自律学習支援のあり方に関する研
究も多く行われている。文化審議会国語分科会が発表した「日本語教育人材の養成・研修の在り
方について（報告）」（2018、改定版 2019）でも、日本語教師【初任】（留学生）に求められる資
質・能力として「学習者の自律学習を促進し、主体的に学ぶ力を育てるための教育実践ができる
（教育実践のための技能）」「学習者の自律学習を促進し、主体的に学ぶ力を育てようとする（学
習者に対する態度）」といった項目が含まれており、自律学習を促進・支援する力量をもった日
本語教育人材の養成が求められている。 
 
２．研究の目的 
 
１）学習者オートノミーや自律学習支援に関する先行研究を広く検討し、自律学習促進に向けて

どのような支援を提供する必要があるか、支援者に必要な知識・技能・態度を明らかにする。 
 
２）１）の結果をふまえ、支援者養成プログラムを開発・実施する。 
 
３）２）で開発・実施した支援者養成プログラムの効果を検証し、プログラムの改善を図る。 
 
これらの取り組みを通じて、学習者の自律的・主体的な学びをどのように促進していくか、あ

るいは、学習者の自律的・主体的な学びを支援できる人材をどのように育成するかといった、現
代の教育における重要な課題について解決方法の一端を提示することを目指す。 
 
３．研究の方法 
 
１）自律学習支援者に必要な知識・技能・態度の特定 

 学習者オートノミーや自律学習支援に関する文献を収集・検討し、自律学習促進に向けて
どのような支援を提供する必要があるか、支援者に必要な知識・技能・態度を明らかにする。 
 

２）自律学習支援者養成プログラムの企画・実施および検証 
 １）の知見をふまえ、自律学習支援者養成プログラムを開発・実施する。また、プログラ
ム参加者の振り返りの分析を通じて、養成プログラムが参加者の自律学習支援者として求め
られる知識・技能・態度の向上に寄与しているかを検証する。 

 
４．研究成果 
 
１）自律学習支援者に必要な知識・技能・態度の特定 
 
・日本語教師の資質・能力観の変遷を調査し、日本語教師教育の課題に関する検討を行った。ま
た、近年の応用言語学における言語観・言語能力観の変化をふまえ、今後の言語教師には、学習
者の言語使用状況の理解とそれに即した教育・学習支援活動のデザイン、学習者の個別性への注
目とアドバイザー的役割、言語学習をとりまく社会制度やイデオロギー構造への注目が必要で
あると主張した。 
 
・第二言語の使用・学習・教育とイデオロギーの関わりを論じた研究を概観し、モノリンガルバ
イアスや母語話者主義といったイデオロギーの存在を指摘した。また、より大きな社会制度に関
わるイデオロギーである新自由主義と母語話者主義が結びつくことで、社会の中で優位に立つ
人々とそうでない人々の階層化が進行していることを明らかにした。これらの結果から、言語教
師が批判的認識を持ちつつ、主体的に教育実践に取り組むことの重要性を主張した。 
 
・自律的な言語学習を支援するための方法の一つとして、アドバイザーが学習者との対話を通し
て傾聴や助言を行う言語学習アドバイジングに注目した。そして、実際のアドバイジング場面の
豊富な用例に基づき、学習者の「振り返りを促進する対話」がどのようにして成立するかを示し
た Kato, S. and J. Mynard. (2016) Reflective Dialogue: Advising in Language Learning. NY: 



Routledge.の日本語訳を行い、『リフレクティブ・ダイアローグ―学習者オートノミーを育む言
語学習アドバイジング』（大阪大学出版会、2022 年）として刊行した。 
 
２）自律学習支援者養成プログラムの企画・実施および検証 
 
・自律学習支援者の養成を主たる目的とする科目として「第二言語学習方法論」「言語学習アド
バイジング入門」の２科目を新たに開講した。 
 
・「第二言語学習方法論」は、学習者オートノミーの育成を目標として、受講生が学習したい言
語を１つ選び、その言語の学習を自律的に進めていく授業である。受講生は目標の設定、現時点
での自分の能力の評価、学習計画の作成、モチベーションの維持といった、目標言語の学習を自
己主導的に進めるための各種の課題に取組み、その結果を受講生間のグループワークやクラス
全体のディスカッションによって共有した。これらの過程を通じ、受講生は自律的な言語学習を
体感的に理解することになる。 
この授業での学びを受講生の振り返りシートを通じて分析した結果、受講生は本授業での学

習事項と以前から持っていた知識や信念を関連付け、言語学習に関する知識の獲得・深化や言語
学習に関する信念の転換を実感していた。また、自らの言語学習上の特性の（再）認識ならびに
多様な学習方法の発見を通じて、新しい学習習慣の獲得に至ることが明らかになった。「多様な
学習方法の発見」は、授業担当講師の講義のみならず、仲間との関わりを通じて達成されていた。
仲間との関わりはさらに、有能感の強化や動機づけの維持にも貢献していた。 
 科研最終年度には、この授業で実践した活動をまとめ『学習意識改革ノート―外国語を自律的
に学ぶための３か月プログラム』（大阪大学出版会、2024 年）として刊行した。 
 
・「言語学習アドバイジング入門」は、本研究の成果の一部として翻訳・出版された『リフレク
ティブ・ダイアローグ―学習者オートノミーを育む言語学習アドバイジング』（上述）をテキス
トに用いた。実際の授業では、アドバイジングの理念や理論的背景の検討、アドバイジングのス
トラテジーやツールの検討に続いて、アドバイジングの実習を行った。 
本授業の受講生の振り返りシートの分析を通じて、受講生はアドバイジングの原則を踏まえ

つつ、授業で学習したツールやストラテジーを活用し、主体的な学習を促すための伴走者として
の役割を果たそうとしていたことや、アドバイジングを学び実践する過程の中で、受講生間の対
話や受講生自身の学習・教育経験の振り返りが行われ、アドバイジングに関する理解の深化や言
語学習に関するビリーフの変容が生じたことが明らかになった。ただし、アドバイジングに関す
る知識の実践への適用や、教師やチューターとアドバイザーの異同の理解についてはいくつか
の課題が確認された。 
 
３）総括と今後の方向性 
上述のように、本研究ではオートノミーや自律学習支援に関する理論的検討をふまえ、日

本語自律学習支援者養成プログラムとして、２つの科目を企画・実施した。そして、これら
の科目の受講生には、自律学習支援のための知識・技能・態度の各側面において変化や向上
がみられたことを明らかにした。これらの成果について、学会での発表や学術論文に加え、
書籍や一般向け講演の形で社会に広く伝えることによって、研究代表者・分担者の所属大学
のみならず、他の教育機関等でも応用可能な１つのモデルを示すことができた。 

 
今後の方向性として、以下の２点が指摘できる。 

①学び合うコミュニティとしての SALC におけるオートノミーの育成 
本研究の研究期間内に、研究者の所属大学に言語学習のためのセルフアクセスラーニングセ

ンター（SALC）がオープンした。この SALC では日本語だけでなく、合計 25 言語の自律的な
学習をサポートするための種々取り組みを行っているが、本研究の成果として開設した授

業を受けた大学院生が SALC のサービスを利用したり、学生スタッフとして活動に参加し

たりする循環が生まれつつある。今後も学習者オートノミーや自律学習支援についての知

識や技能を有する学生が SALC の活動に参加し発展させるという流れを促進し、学生同士

の交流を通じて相互に学び合うコミュニティの構築につなげていくことが期待される。 
 

②ウェルビーイングやエンゲージメント、教師オートノミーについてのさらなる検討 
本研究は、当初は日本語教育に関わる研究と実践の質的向上を目指して行われたもので

あったが、研究の進展に伴い、日本語のみならず言語の学習・教育全般に通底する普遍性を



持つことが少しずつ明らかになってきた。特に、言語学習を学習者の人生の軌跡の中に位置
づけ、「その人らしく」生きることに寄与することが重要であるという視点は、近年注目を集め
ている、言語学習におけるエンゲージメントやウェルビーイングとも強い関連性を有する。また、
学習者オートノミーの育成のためには、それを支援する支援者や教師自身のオートノミーが非
常に重要である。これらの観点からも、本研究のさらなる発展可能性が示唆される。 
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